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１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。

１．勤労を喜び、力を合 わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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第
五
回
佐
井

村
社
会
福
祉
大
会

第
七
回
佐
井
村
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

今 月 の 紙 面

２～４ むらの話題

５～６ あしらせ

フ 教育だより

８～９ 国保のしおり

１０～１１ 保健婦だより

１２～１５ 原子力だより

１６～１７ 交母だより

１８ 税務だより

１９ 年 金

２０ くらしの情報



むらの情報を広く掲載いた

しますＯ身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

第
十
七
圜

カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
カ
ッ
フ

第

十

七

回

カ

ル

フ

ォ

ル

ニ

ア

カ

ッ

プ

津

軽

海

峡

横

断

ヨ

ッ

ト

レ

ー
ス

が
十

月
九
日

、

晴
天

の
元

で
行

わ

れ

ま

し

た

。

こ

の

レ

ー

ス

は

、

函

館

ヨ

ッ

ト

協

会
主

催

で

、

十
三

回

大
会

よ

り
佐

井

村

が

後

援

と

な

っ

て

五
年

目

を

迎
え

ま

し

た

。

今
年

は

、

函

館

・

室

蘭

の
両

ヨ

ッ

ト

協

会

が
八

月

に

体

験

航

海

を
行

っ

て

お

り

、

ヨ

ッ

ト

の

村

の

イ

メ

ー

ジ

が

強

く

な

っ

て

き

た

せ

い
か

、

多

数

の

ギ
ャ

ラ

リ

ー

が

集

ま

り

ま

し

た

。

当
日
は
天
候
も
良
く
、
参
加
二

十
二
艇
の
ヨ
ッ
ト
は
、
マ
ス
ト
い

っ
ぱ
い
の
風
を
受
け
な
が
ら
疾
走

し
、
十
二
時
半
の
入
港
を
皮
切
り

に
続
々
と
入
艇
、
全
艇
が
リ
タ
イ

ヤ
も
な
く
無
事
に
レ
ー
ス
を
終
了

し
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
五
時
半
よ
り
歓
迎

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
各
艇

の
あ
い
さ
つ
で
は
、
「
ま
た
来
年

も
必
ず
レ
ー
ス
に
来
ま
す
」
と
次

の
再
会
を
誓
い
合
う
一
幕
も
あ
り

ま
し
た
。

参
加
二
十
二
艇
、
百
三
十
八
名

の
参
加
で
行
わ
れ
た
北
海
道
、
東

北
地
方
最
大
の
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
は

成
功
裡
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

「
三

献

プ
ラ

ス

Ｕ

推

進

運

動

」
キ

ャ
ラ

バ
ン

来

村

（
献
血
・
献
腎
・
献
眼
・
骨
髄
移
植
）

去
る
九
月
二
十
八
日
、
青
森
県

還
境
保
健
部
及
び
日
本
赤
十
字
社

青
森
県
支
部
の
職
員
で
編
成
さ
れ

た
「
三
献
プ
ラ
ス
Ｅ
推
進
運
動
」

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
来
村
し
細
川
建

設
株
式
会
社
事
務
所
に
お
い
て
呼

び
掛
け
を
行
い
ま
し
た
。

県
民
の
生
命
、
健
康
を
守
る
た

め
、
献
血
・
献
腎
・
献
眼
・
骨
髄

移
植
の
思
想
を
広
く
県
民
の
皆
様

に
普
及
啓
発
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
県
内
各
市
町
村
及
び
事
業
所

を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
こ
れ
ら
の
意
義
を
深
く
御
理

解
い
た
だ
き
、
今
後
も
な
お
一
層

の
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ケ ビ ン ハ ウ ス ご 利 用 の お 知 ら せ

今年は例年にない暑さで、願掛公園にあるヶ

ビンハウスも、かなりの利用がありました。

それに伴い、予約が出来ない、いつから予約

しているのかなどの問い合せも増加しています

ので、ここでお知らせします。

また、ケビンハウスは通年で利用できる施設

ですので、これからの季節、忘年会や新年会、

集会などにぜひご利用下さい。

１．予約開始日

１月４日 午前８時より

（１年間の予約受付）

１．予約受付先

佐井村観光協会（電話３８－４５１５）

１．料 金

宿泊 １棟１３，０００円

（何人でも１３，０００円です）



愛
称
は
「

の

ぞ

み

号

」

佐
井
村
社
会
福
祉
協
議
会

当
社
協
で
は
、
青
森
県
社
会
福

祉
協
議
会
よ
り
平
成
六
年
度
新
規

補
助
事
業
と
し
て
「
生
活
支
援
型

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
の
指
定
を

う
け
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
一
人
ぐ
ら
し
老

人
や
老
人
夫
婦
世
帯
等
の
希
望
者

に
、
有
料
で
食
事
を
作
っ
て
同
宅

ま
で
お
届
け
す
る
給
食
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

食
事
の
実
施
に
当
っ
て
ば
、
調

理
や
配
達
に
人
手
が
必
要
で
あ
る

こ
と
と
、
食
事
を
速
く
お
届
け
す

る
た
め
の
車
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

人
手
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
の
話

し
に
な
り
ま
す
が
、
車
に
つ
い
て

は
保
有
車
も
少
な
く
悩
ん
で
お
り

ま
し
た
と
こ
ろ
、
先
般
、
青
森
県

生
命
保
険
協
会
よ
り
青
森
県
社
会

福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
県
内
社
協

に
車
二
台
寄
贈
し
た
い
旨
の
申
し

入
れ
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
本

事
業
推
進
の
た
め
早
速
申
し
込
み

ま
し
た
。
運
良

い
と
申
し
ま
す
か
、

関
係
者
の
深
い
ご
理
解
に
よ
り
ま

し
て
去
る
、
十
月
四
日
（
火
）
午

後
一
時
佐
井
村
高
齢
者
生

活
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
あ
す

な
ろ
）
前
庭
に
お
い
て
、

軽
自
動

車

（
ダ
イ
（

ツ

ミ
ラ

ピ
ッ
ト
バ
ン
４
Ｗ

Ｄ
）
一
台
受
贈
し
ま
し
た
。

こ
の
車
の
愛
称
は
、
高
齢

者
の
希
望
と
愛
を
運
ぶ
意

味
か
ら
「
の
ぞ
み
号
」
と

命
名
し
ま
し
た
。

事
業
開
始
と
共
に
、
在

宅
高
齢
者
と
社
会
福
祉
協

議
会
を
つ
な
ぐ
懸
け
橋
と

し
て
の
役
割
を
担
い
、
皆

さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
よ
う

村
内
を
精
一
杯
走
り
廻
り

ま
す
。

よ
ろ
し
く
ご
声
援
く
だ

さ
い
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
ペ
タ
ン
ク
」

講

習

会

開

催

さ

れ

る

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ

く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業
の
ひ
と
つ

と
し
て
ペ
タ
ン
ク
の
講
習
会
が
十

月
十
八
囗
、
原
田
小
グ
ラ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ペ
タ
ン
ク
は
、
フ
ラ
ン
ス
生
れ

の
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
フ
ラ
ン
ス
で
は

愛
好
者
が
六
百
万
人
を
超
え
、
世

界
各
地
へ
も
広
が
り
、
今
や
国
際

的
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
人
気
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
は
、
一
チ
ー
ム
ご
丁

六

人
で
二
組
に
分
か
れ
、
ビ
ュ
ッ
ト

と
い
う
標
的
球
を
砲
丸
の
よ
う
な

金
属
製
の
ボ
ー
ル
を
投
球
し
、
ビ

ュ
ッ
ト
に
一
番
近
づ
け
た
チ
ー
ム

が
勝
つ
と
い
う
い
た
っ
て
簡
単
な

ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
ま
た
非
常
に
技

術
を
要
す
る
奥
の
深
い
ス
ポ
ー
ツ

で
も
あ
り
ま
す
。

当
日
は
、
寿
会
、
ぬ
い
ど
う
ク

ラ
ブ
、
八
兵
衛
の
各
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
か
ら
三
十
五
名
が
参
加
し
、

慣
れ
な
い
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み

ま
し
た
が
時
間
も
た
つ
に
つ
れ
、

ル
ー
ル
を
会
得
し
参
加
者
全
員
が

「
す
ご
く
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
」
と

い
う
感
想
を
も
ら
し
て
い
ま
し
た
。

村
で
は
、
用
具
も
取
り
揃
え
ま

し
た
の
で
今
後
、
用
具
の
貸
し
出

し
、
大
会
の
開
催
な
ど
を
行
い
ペ

タ
ン
ク
の
普
及
に
つ
と
め
て
い
き

ま
す
。

○
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
雍

づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業

○
講
演
会
の
お
知
ら
せ

十
一
月
九
日
、
午
後
一
時
か
ら
ア

ル
ザ
ス
に
お
い
て
主
に
北
海
道
を

中
心
に
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
活
躍

中
の
落
語
家
「
あ
ず
ま
や
夢
助
」

さ
ん
を
迎
え
て
「
夢
助
の
泣
き
笑

い
人
生
」
と
い
う
題
で
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

夢
助
さ
ん
は
、
小
中
学
校
、
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
を
慰
門
し
講
演
や

出
前
落
語
を
行

い
、
涙
と
笑
い
を

ふ
り
ま
い
て
い
ま
す
。

是
非
、
御
聴
講
下
さ
い
。

年末 のし 尿

汲 み取り のお 知ら せ

年末のし尿汲み取りは、

時節柄大変混雑いたします
ので住民各位の御協力をお

願いします。

記

匸 年内のし尿汲み取りは

１２月１０日迄に申し込んだ

分とします。

２、申し込みは、早めにお

願いします。

３、申し込み順に、順次汲

み取りしますので、日時

を指定することは御遠慮
＜ださい。

４、便槽周囲の、除雪に御

協力ください。
５、業者は下記のとおりで

す。

・有限会社 佐井清掃

ＴＥＬ３８―２２８８

・住民福祉課保健衛生係

第 ５ 回 佐 井 村 綱 引 選 手 権 大 会

と き 平成６年１１月１８日（金）午後６時３０分から

と こ ろ 佐井中学校体育館

チーム編成 男子 一女子とも１チーム

競技 方 法 トーナメント方式

申 込 先 役場 住民福祉課また、田名部 久（佐井石油）まで。

☆参加チームに豪華商品があります。

主 催 佐井村運動普及推進協議会

後 援 佐井村・佐井村国民健康保険

第１１回
佐井村郷土芸能発表大会

と き 平成６年１１月３日（木）

午前１０時から

ところ 津軽海峡文化館



保

健

事

業

推

進

功

労

厚

生

大

臣

表

彰

を

受

賞

し

て

佐
井
村
保
健
協
力
会
会
長

島

野

房

子

十
月
七
日
、厚
生
省
に
於
い
て
、

全
国
各
地
か
ら
保
健
衛
生
に
携
わ

る
関
係
各
機
関
並
び
に
団
体
、
個

人
が
出
席
し
、
平
成
六
年
度
保
健

事
業
推
進
功
労
賞
受
賞
式
典
が
開

催
さ
れ
、
佐
井
村
保
健
協
力
会
が
、

老
人
保
健
法
に
よ
る
保
健
衛
生
事

業
の
推
進
に
絶
大
な
協
力
を
し
、

長
年
に
わ
た
り
地
域
の
保
健
水
準

の
向
上
に
尽
力
し
た
と
い
う
こ
と

で
厚
生
大
臣
表
彰
を
受
賞
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
村
民
け
じ

め
各
関
係
者
の
皆
様
方
の
御
指
導

御
協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
ま
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
こ
の
賞
を
励
み
に
村

民
の
健
康
意
識
の
定
着
に
務
め
、

心
身
共
に
心
豊
か
な
住
み
よ
い
村

づ
く
り
の
た
め
活
動
に
励
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

健
康
は
自
分
か
自
分
に
与
え
る

最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
と
い
い
ま

す
。
誰
で
も
こ
れ
か
ら
の
生
涯
、

健
や
か
に
老
い
た
い
と
願
う
事
で

し
ょ
う
。

村
民
の
み
な
さ
ん
。
自
分
の
健

康
は
自
分
で
っ
く
り
、
自
分
で
守

る
も
の
で
す
。
年
一
回
の
検
診
は

必
ず
受
診
し
、
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
目
指
し
、
明
る
い
村

づ
く
り
に
共
に
励
み
ま
し
ょ
う
。

健
康・
体
力
つ
く
り
事
業

総

務

庁

長

官

賞

を

受

賞
／
’

こ
の
度
、
十
月
十
五
日
、
高
知

県
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
「
第
三

十
六
回
健
康
・
体
力
つ
く
り
運
動

推
進
全
国
大
会
」
の
席
上
、
総
務

庁
長
官
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
学
校
施
設
の
開
放
事

業
に
よ
る
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や

競
技
大
会
の
体
力
つ
く
り
事
業
、

各
種
検
診
や
健
康
相
談
等
の
保
健

衛
生
事
業
の
展
開
な
ど
、
長
年
に

わ
た
る
健
康
・
体
力
つ
く
り
運
動

の
展
開
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

表
彰
に
は
住
民
福
祉
課
長
が
出

席
し
、
総
務
庁
長
官
よ
り
賞
状
と

記
念
の
楯
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
さ
ら
な
る
事
業
の
展
開
と

充
実
を
図
り
、
村
民
の
健
康
づ
く

り
、
体
力
つ
く
り
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

平 成 ７ 年 度 佐 井 村 保 育 所 の

入 所 児 童 を 募 集 し ま す

佐井村保育所では、平 成７年 度の保育所 入所児 童を募集し ます。

保育所は、児童の保 護者、特 に母親が就 労、病気、病人 の看護 などの理由で

家庭内保育が十分にで きない場 合、保 護者 に代 わって保育 する施設です。

入所基準は…

Ｏ 「家庭外労働」 母親が家庭外 の仕事が主 なため、家庭内保育がで きない。

Ｏ 「家庭内労働」母 親が内識 など、家事以外の仕事が主な ため、十分な家庭

内保育ができない。

Ｏ 「母親が出産・病気」母 親が出産 の前後であっ たり、病気などのため、十

分な家 庭内保育がで きない。

Ｏ 「病人の看護」家庭内 に病人がいて母 親が看護 にあたっており、十分な家

庭内保 育がで きない。

佐井村保育所 の定員 は９０名ですが、入所希望者は早めに申請して下さるよう

お願いします。

★ 特に、 ３歳未満児の入所希望者は、受付期限を厳守して下さい。

■受付期 間

平成 ６年１１月 ５日（土）～平成 ６年１２月 ５日（日）
・ 受付場所

・佐井村役場住民福祉課

・佐井村保育所

※「保育所入所申請用紙」は、受 付場所に用意してあります。

詳し くは、佐井村役場住民福祉課 までお問い 合せ下 さい。 （２５３８―２１１１）

夜 間 年 金 教 室 の 開 催 に つ い て

このたび、夜間年金教室を開催することにい

たしました。

つきましては、御多忙のこととは存じますが

隣近所お誘い合せの上、御出席下さるようお願

いします。

なお、日程は下記のとおりです。



今月の休診日

８
日 第２火曜日

２２
日 第４火曜日

＝佐井診療所＝

最

低

賃

金

が

改

正

さ

れ

ま

し

た

最
低
賃
金
周
知
旬
間

（
十
一
月
二
十
一
日

～
十
一
月
三
十
旦

ス
ロ
ー
ガ
ン

『
最
低
賃
金

こ
れ
よ
り
下
で

は
、
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
／・
』

新
青
森
県
最
低
賃
金
は
、
十
月

八
日
か
ら
効
力
が
発
生
し
適
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

新
最
低
賃
金
は
、
日
額
で
四
千

三
百
二
十
九
円
に
、
時
間
額
は
五

百
四
十
二
円
と
な
り
ま
し
た
。

最
低
賃
金
制
と
は
、
最
低
賃
金

法
に
基
づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
限

度
を
定
め
、
使
用
者
は
、
最
低
賃

金
よ
り
低
い
賃
金
で
労
働
者
を
働

か
せ
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
た
も

の
で
す
。

こ

の

た

め

最

低

賃

金

は

、

産
業

別

最

低

賃

金

（
四

業

種

）

が

適
用

さ
れ

る
労

働

者

を

除

き

、

県

内

で

働

く

す

べ
て

の

労

働

者

足

職

員

、

パ

ー
ト

タ
イ

ム
労

働

者

、

ア

ル

バ

イ

ト

）

と

そ

の

使
用

者

に

適
用

さ

れ

る
こ

と

に

な

り

ま

す

。

な

お

、

十

一

月
二

十

一

囗

か

ら

「
最

低

賃

金

周

知

旬

間

」

で

す

。

使

用

者

は

、

最

低

賃

金

に

つ

い

て

常

時

見
易

い
場

所

に

掲
示

を

す

る
か

、

そ

の

他

の
方

法

で
周

知

し

て

く

だ

さ

い
。

最

低

賃

金

に

関

す

る
問

い
合

わ

せ

は

、

青

森

労

働

基

準

局

賃

金

課

｛
一一
〇

一

七

七
－

三

四
－

四

一

一

一

又

は

各

労

働

基

準

監

督

署

ま

で

照

会

し

て

く

だ

さ

い

。

青 森 県 営 農 大 学 校

平 成 ７ 年 度 学 生 募 集

■教育目標

農業に従事し、又は従事しようとする青年に対し、農

業に関する高度な技術及び経営管理能力を習得させ、

農業の振興に貢献することができる優れた農業者の育

成。
・ 応募資格

○ 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）による高等学校

を卒業した者又は平成７年３月卒業見込みの者

○ 前項に規定する者と同等以上の知識及び能力を有す

ると知事が認めた者

■募集人員

※ 果樹課程の２年次は、主に黒石教場（青森県りんご

試験場内）で学習します。

・ 修業年限 ２か年（全寮制）

■入校試験の日程

推薦入校

願書受付期間 ６年１１月７日～１１月２５日

入 校 試 験 日 ６年１２月７日

一般受験

願書受付期間 ７年１月１７日～２月７日

入 校 試 験 日 ７年２月１７日

推薦入校…

高等学校において農業関係の学科を修め、出身学校

長の推薦を得た者

■経費

○ 受験料、入校金、授業料は無料です。ただし、入校

時に諸経費として年額約２０万円必要です。

（諸経費の内訳は教科書代、制服費、後援会費、寮自

治会費等です。）

○ 他に食費として、毎月約２４，０００円か必要です。

※ 農業改良資金（青年農業者等育成確保資金）が借り

られます。

研修教育資金

貸付限度額 ７０万円

償 還 期 間 ５年以内（ただし、研修期間中は据置）

貸 付 利 率 無利子

■資格・免許

在学中に次の資格・免許を取得できるようカリギュラ

ムを編成しています。

○毒物劇物取扱者資格（全課程）

○大型特殊自動車免許（農耕用トラクター）（全課程）

○けん引自動車免許（農耕用トラクターけん引）（全課程）

○二級農業機械士（全課程）

○家畜人工受精師免許（畜産課程）

○無人ヘリコプター操縦資格（若干名）

■その他

葉たばこ栽培農家の子弟については、「葉たばこ奨学

制度」の適用が受けられます。

詳しいことは

青森県営農大学校教務課

上北郡七戸町字大沢４８－８ ００１７６―６２―３１１１

または最寄りの 農業改良普及所まで



海

上

自

衛

隊

大

湊

地

方

隊

フ

ァ
ミ

リ

ー
コ

ン

サ

ー

ト

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
隊
で
は
、

地
域
の
皆
様
と
の
交
流
を
図
る
た

め
に
、
次
の
と
お
り
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

」

場

所

及

び

日

時

○
む
っ
市

（
下
北
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
）

平
成
六
年
十
二
月
二
日
（
金
）

午
後
六
時
三
十
分

～
午
後
八
時
三
十
分

○
青
森
市

（
青
森
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
）

平
成
六
年
十
二
月
三
日
（
土
）

午
後
六
時
三
十
分

～
午
後
八
時
三
十
分

Ｉ

内

容

○
第
一
部

「
ど
こ
か
で
聞
い
た

ク
ラ
シ
ッ
ク
」

○
第
二
部

「
ピ
ッ
ク
バ
ン
ド
で

楽
し
い
ジ
ャ
ズ
を
」

○
第
三
部

「
世
界
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
」

一

応

募

要

領

入
場
料
は
無
料
で
す
。
入
場
ご

希
望
の
方
は
、
往
復
は
が
き

二

葉
一
名
）
に
入
場
希
望
場
所
（
「
む

つ
市
」
か
「
青
森
市
」
）
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
ご
記

入
の
う
え
、

〒（
‥）三
九
－

五
一

む
つ
市
大
湊
町
四
－

一

大
湊
地
方
総
監
部
広
報
係

ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

に
な
り
ま
す
。
な
お
、
未
就
学
児

童
の
入
場
は
、
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

（
締
切
日
十
一
月
二
十
日
（
旦

当
日
消
印
有
効
）

詳
し
く
は
、
海
上
自
衛
隊
大
湊

地
方
総
監
部
広
報
係
（
昔
○
一
七

五
－

二
四
－

一
六
四
〇
）
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

一
九
九
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
に

ご

協

力

く

だ

さ

い

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
七
年

二
月
一
日
（
沖
縄
県
は
平
成
六
年

十
二
月
一
日
）
現
在
で
「
一
九
九

五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し

ま
す
。
調
査
員
が
お
伺
い
し
て
、

農
業
の
経
営
状
況
な
ど
を
お
尋
ね

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

障 害 者 の 訓 練 生 入 校 案 内

■応 募 資 格

○義務教育修了者（ＯＡ情報科は高卒者） または、こ れと同等以上 の学力があると認められる障

害者の方。

○障害の程度は、伝染性疾忠、発作性疾忠 及び症状が 固定 してい ない方 を除 き、１～２年間の訓

練に耐えられる方。

○縫製実務科、製本紙工科は、精神 薄弱者対 象で通 校のできる方で１９才位 までの方
Ｏ

■募集科目及び定員

電子機器科 １０名 ／服 飾ビ ジネス科 １０名／縦製実務科 １０名

製本紙工 科 １０名 ／福祉機器科 １０名 ／印刷科 ３０名

ＯＡ情報科 １５名 ／ＯＡ経理科 ２０名 ／商業デザ イン科 ２０名
・ 訓 練 期 間 １年 （平 成７年 ４月から平成 ８年 ３月まで）

ただし、ＯＡ情報科、福祉機器科 につい ては、 ２年課程

■ 選 考 方 法 作文 、面接 及び適性検査 による。

ただし、ＯＡ 情報科、 ＯＡ経理科の適性検査は、数学、国語、英語が追加され

ます。

・ 願書提出先 各市 町村を管轄する公共職業安定所

・ 選考日及び願書受付締切 日

■ 選 考 場 所 国立宮城障害者職業能力 開発校

仙台市青葉区台原５丁目１５番１号

Ｓ０２２－２３３－３１２４

■特 典

○公共職業安定所の入校指示を受けた方は、

①月約１２万円の訓練手当が支給されます。

②雇用保険を受けている方には、訓練期間中引 き続き、延長し て支給 されます。

○授業料は無料です。

○修了時は、公共職業安定所において就職をあ っせんします。

○通校困難な方のために寮が完備されてお ります。

国 立 宮 古 海 員 学 校

生 徒 募 集 （ 平 成 ７ 年 度 ）

■概 要

修業年限３年の船員教育機関

■募 集 人 員

本科約４０名

■受 験 資格

中学校卒業者（卒業見込みを含む）

■願 書 受 付

平成７年１月１０日（火）～２月１０日（金）

■入学試験日

平成７年２月１９日（日） 午前９時開始

■筆記試験科目

国語、数学、英語

■問 合 せ

宮古海員学校 教務課

〒０２７ 岩手県宮古市磯鶏１２－４８－２

Ｓ０１９３―６２―５３１６



教

育

だ

よ

り

佐
井
村
小
学
生
お
話
大
会

本
年
度
で
二
十
八
回
と
な
る
佐

井
村
小
学
校
お
話
大
会
が
去
る
十

月
三
日
佐
井
小

学
校
を
会
場
と

し
、
村
内
六
小
学
校
が
参
加
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
お
話
大
会
は
、
童
話
・
物

語
文
の
部
（
一
年
上

二
年
）
と
生

活
・
経
験
文
の
部
（
四
年
上
（
年
）

と
が
ら
な
り
、
十
二
名
の
児
童
が

壇
上
で
お
話
し
を
し
ま
し
た
。

甲
乙
を
つ
け
が
た
い
お
話
ば
か

り
で
し
た
が
審
査
の
結
果
は
次
の

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
童
話
・
物
語
文
の
部

最
優
秀
賞

原
田
小
三
年

藤
田

啓
介

優
秀
賞

佐
井
小
三
年

紀
伊
奈
津
美

優
良
賞

福
浦
小
二
年

田
中
絵
里
佳

努
力
賞

長
後
小
二
年

内
田

千
春

牛
滝
小
一
年

荒
川

千
春

磯
谷
小
三
年

横
浜

泰
子

○
生
活
・
経
験
文
の
部

最
優
秀
賞

原
田
小
六
年

田
中

育
美

優
秀
賞

磯
谷
小
六
年

金
沢

美
佳

優
良
賞

福
浦
小
四
年

田
中

悦
子

努
力
賞

長
後
小
四
年

内
田

智
子

牛
滝
小
五
年

竹
内
か
お
り

佐
井
小
六
年

七
戸
三
枝
子

第２５回 下 北 美 術 展

（一般・高校の部）の作品

応募について

主催 下北地方公民館連絡

協議会

後援 東奥日報社・むつ市
川内町・大畑町

大間町 一束通村

風間浦村・佐井村

脇野沢村

種別 絵画・写真 一書道

出品料 作品一点につき一

般１，０００円、高校

生無料

※出品希望の方は出品規定

がありますので。むつ市
公民館（Ｓ２４－１２２４）か

佐井村教育委員会社会教

育課（Ｑ３８－４５０６）へお

問い合わせ下さい。

生
活
・
経
験
文
の
部
最
優
秀
賞
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す

た

っ

た

一

日

の

大

き

な

体

験

原
田
小
学
校
六
年

田

中

育

美

「
あ

あ

、

危

な

い

。

こ

っ
ち

さ

こ

い
。

」

「

ほ

ら

、
車

だ

よ

。
早

く

よ

け

て

／
」

「
み

ん

な

危

な

い

か

ら

、

左

右

を

し

っ

か

り

見

て

な

さ

い

ね

。

」

私

た

ち

が
乗

っ
た

車

椅

子

は

、

危

な

い

こ

と

の

連

続

で

し

た

。

側

溝

に

落

ち

そ

う

に

な

っ
た

り

、

穴

に

は

ま

っ

て

勣

け

な

く

な

っ
た

り

、

た

っ

た

十

メ

ー
ト

ル

進

む

の

に

も

や

っ

と

の
思

い
で

し

た

。

七

月

二

十

五

日

、

原

田

小

と

磯

谷

小

と

の

合

同

の

福

祉

体

験

教

室

が

あ

り

ま

し

た

。

佐

井

村

の

高

齢

者

福

祉

セ

ン

タ

ー

「
あ

す

な

ろ

」

で

行

わ

れ

た

の

で

す

が

、

生

ま

れ

て

初

め

て

の

体

験

を

し

た

思

い
出

深

い

一

日

で

し

た

。

と

い
う

の

も

、

車

椅

子

の

体

験

は

、

私

た

ち

が
思

っ

て

い
た

以

上

に

き

び

し

く

、

つ

か

れ

る
も

の

で

あ

っ

た

か

ら

で

す

。

初

め

は

、

遊

園

地

の

乗

り

物

の

よ

う

に
楽

し

い

も

の

と

思

っ

て

い

た

の

で

す

が

、

町

の

中

を

乗

っ

て

み

る

と

、

何

と

不

便

な

こ

と

が
多

い
こ

と

か

と

思

い
知

ら

さ

れ

ま

し

た

。

郵

便

局

や

ア

ル

サ

ス

に

は

、

車

椅

子

用

の

坂

が
あ
り

ま
す

が
、

そ
の
他

の
施

設

に
は
あ
り

ま
せ

ん

。
階
段

を
車
椅

子

で
上

っ
て

み
よ
う

と
し

ま
し

た

が
、
両
側

を
持
っ
て
も
ら

っ
て
も
、

と

て
も
上

れ

る
も

の
で

は
あ
り

ま

せ

ん
で

し
た

。
普
段

、
何

気
な

く

歩

く

階
段

が
、
体

に
障
害

を
持

っ

た
人

に
と

っ
て
は

と
っ

て
も
大

変

な

も

の
だ

ろ
う

し

、
ち

ょ
っ
と

し

た
坂
道

で
も
上
り
下
り
す

る
の
は
、

つ
ら

い
も
の

だ
と

わ
か

っ
た

の
で

す

。
だ

か
ら
交

代

で
乗

っ
て
も

、

一

分
と

も
た

ず
。

「
あ

っ
つ
か

い
だ

。
も
う
交

代

し

と

す
ぐ

言
っ

て
し
ま

い
ま

し
た

。

も
う

一
つ

の
忘

れ
ら

れ
な

い
体

験

は
手
話

で

す
。
耳

と

囗
の
不

自

由

な
橋
本

さ

ん
と

い
う
方

が
教
え

て
く

れ
ま
し

た
。
会

っ

た
瞬
間

、

私

は

ど
き

っ
と
し

ま
し

た
。
な

ぜ

お

ど

ろ

い

た

か

と

い
う

と

、

手

話

、

つ
ま
り

、
手

が
暗
号

の

よ
う

に
と

ど
ま

る
こ
と

な
く
動

き
続

け

る
か

ら
で
す

。
そ

れ
に
表

情

が
と

っ
て

も
あ

っ
た
か

い
と

い
う

か
、

親

し

み
や
す

か

っ
た
か

ら
で
す

。

私

た
ち

が
話

を
す

る
と

き
、
そ

ん

な
に
表
情
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い

の
で
す
が
、
こ
の
橋
本
さ
ん
と
い

う
大
は
、
目
を
大
き
く
見
開
い
た

り
、
囗
が
た
て
に
な
っ
た
り
横
に

な
っ
た
り
、
声
が
聞
こ
え
な
く
と

も
な
ん
と
な
く
気
持
ち
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
私
か
、
橋
本
さ
ん
て

や
さ
し
そ
う
だ
な
と
感
じ
た
の
は
、

き
っ
と
こ
の
表
情
が
そ
う
思
わ
せ

て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
耳

や
囗
が
不
自
由
で
も
、
自
分
の
気

持
ち
を
こ
ん
な
に
も
早
く
相
手
に

伝
え
ら
れ
る
な
ん
て
す
ご
い
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。

手
話
は
最
初
は
、
難
し
か
っ
た

の
で
す
が
、
み
ん
な
の
名
前
を
手

話
で
表
し
た
り
、
簡
単
な
あ
い
さ

つ
を
し
あ
っ
た
り
し
て
い
る
う
ち

に
、
興
味
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

よ
く
聞
い
て
み
る
と
、
手
話
で
ほ

と
ん
ど
話
せ
る
そ
う
で
す
。

私
は
将
来
、
看
護
婦
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
一

日
の
体
験
で
、
さ
ら
に
、
こ
の
夢

を
実
現
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
も
し
な
れ
た
ら
、
橋

本
さ
ん
の
よ
う
に
温
か
み
が
あ
り
、

ど
ん
な
大
に
も
、
障
害
を
持
っ
た

大
に
も
そ
の
人
の
立
場
に
な
っ
て

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
夏
休
み
の
た
っ
た

一
日
の
大
き
な
体
験
が
そ
う
思
わ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。



国
保
の
し
お
り

第
五
回
佐

井

村

社

会

福

祉

大

会

並

び

に

第
七
回
佐
井
村
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
一
体

化
を
目
指
し
、
さ
ら
に
は
生
涯
学

習
を
加
え
た
四
者
で
、
村
民
の
健

康
増
進
と
福
祉
活
動
の
充
実
を
図

ろ
う
」
と
、
第
五
回
佐
井
村
社
会

福
祉
大
会
と
第
七
回
佐
井
村
健
康

づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
村

内
各
地
区
か
ら
約
五
百
名
が
集
い
、

ア
ル
ザ
ス
を
会
場
に
賑
や
か
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
従
来
実
施
さ
れ

て
い
た
社
会
福
祉
大
会
と
健
康
づ

く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
合
同
で

開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
健
と

福
祉
が
一
体
と
な
り
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
対
策
の
充
実
と
若
年
者

の
健
康
保
持
を
強
力
に
展
開
し
よ

う
と
、
十
月
九
日
と
十
日
の
二
日

間
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

九
日
の
式
典
で
は
、
保
健
協
力

会
の
厚
生
大
臣
表
彰
と
青
森
県
長

寿
福
祉
祭
で
の
県
知
事
表
彰

入

十
八
歳
以
上
の
長
寿
者
夫
婦

磯

谷

横
浜
一
郎
さ
ん
夫
婦
、
九
十

歳
以
上
の
長
寿
者

古
佐
井

奥

本
ち
よ
さ
ん
他
四
名
）
、
む
つ
保

健
所
長
表
彰
（
鈴
木
恵
子
さ
ん
）

へ
の
表
彰
伝
達
、
国
民
健
康
保
険

優
良
家
庭
表
彰
（
奥
本
道
也
さ
ん

悠

二
名
）
、
国
民
健
康
保
険
小
・

中
学
生
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
特
別
表

彰
（
原
田
小
学
校
二
年

山
口
智

恵
さ
ん
他
二
名
）
、
並
び
に
よ
い

歯
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
（
佐
井
中
学

校
三
年

浜
野
定
人
君
他
三
名
）

と
幼
児
の
よ
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル
表

彰
（
新
田
貴
志
君
他
四
名
）
の
授

与
が
あ
り
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
岩
手
県
沢
内
村

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
太
田
柤
電

先
生
に
よ
る
「
保
健
・
福
祉
・
医

療
の
一
体
化
を
目
指
し
て
」
と
題

し
て
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は

〔
生
命
満
つ
る
里
沢
内
村

の
実
践
〕
と
い
う
サ
ブ
テ
ー
マ
で
、

自
ら
の
体
験
に
基
づ
い
た
貴
重
な

講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

昼
食
時
に
は
、
食
生
活
改
善
推

進
員
の
皆
さ
ん
の
手
作
り
の
弁
当

に
舌
鼓
し
な
が
ら
、
赤
十
字
奉
仕

団
の
踊
り
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
ス
テ

ッ
キ
体
操
、
運
動
普
及
員
に
よ
る

村
民
体
操
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

あ
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
福
祉
協
力
校
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

事
例
発
表
が
あ
り
、
福
祉
活
動
の

体
験
談
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
次
に

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
状
況
を

ビ
デ
オ
に
ま
と
め
た
活
動
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
と
「
あ
す
な
ろ
お
富
さ
ん
」

の
合
唱
、
保
健
協
力
員
、
食
生
活

改
善
推
進
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
健

康
劇
と
、
盛
り
沢
山
の
催
し
物
が

あ
り
、
来
場
者
に
は
大
変
好
評
で

し
た
。

十
日
は
佐
井
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

に
お
い
て
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
、
ハ
チ
ー
ム
五
十
人

が
参
加
し
、
晴
天
の
も
と
心
地
よ

い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
ア
ル

ザ
ス
で
は
、
青
壮
年
体
力
テ
ス
ト

と
保
健
衛
生
の
各
コ
ー
ナ
ー
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ

ィ
食
堂
等
が
あ
り
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

健
康
の
大
切
さ
と
社
会
福
祉
の

充
実
を
訴
え
る
た
め
、
こ
の
大
会

を
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
を
確
認

し
あ
っ
た
充
実
し
た
二
日
間
で
し

た
。な

お
、
表
彰
者
は
次
の
方
々
で

す
。表

彰
伝
達

○
厚
生
大
臣
表
彰

佐
井
村
保
健
協
力
会

表
彰
理
由

〔
市
町
村
に
協
力
し
て
地
域
住

民
の
健
康
管
理
、
健
康
意
識
の

高
揚
等
の
保
健
活
動
を
十
年
以

上
に
わ
た
り
貢
献
し
、
今
後
も

そ
の
事
業
活
動
が
期
待
さ
れ
る

団
体
で
あ
る
。
〕

○
長
寿
福
祉
祭
県
知
事
表
彰

・
八
十
八
歳
以
上
の
高
齢
者
夫
婦

医 療費 の状 況

〔７月診療分〕



磯

谷横
浜
一
郎
・
ミ
ヨ
夫
婦

・
九
十
歳
以
上
の
高
齢
者

古
佐
井

奥
本

ち
よ

磯

谷

横
浜

ミ
ヨ

長

後

大
石

そ
よ

福

浦

坂
井

み
わ

牛

滝

竹
内

き
そ

（
平
成
六
年
八
月
十
八
日
の
表
彰

で
す
。
）

○
む
つ
保
健
所
長
表
彰

古
佐
井

鈴
木

恵
子

表
彰
理
由

〔
保
健
協
力
員
と
し
て
二
十
一

年
に
わ
た
り
地
域
住
民
の
疾
病

予
防
か
ら
健
康
増
進
、
環
境
改

善
等
、
行
政
と
住
民
と
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
地
域
の
健
康
意
識

向
上
の
た
め
尽
力
し
た
。
〕

表
彰
状
授
与

〔
保
健
協
力
員
と
し
て
二
十
一

年
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
功
績

に
対
し
、
佐
井
村
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
〕

・
古
佐
井

鈴
木

恵
子

感
謝
状
贈
呈

〔
社
会
福
祉
事
業
の
充
実
の
た

め
に
寄
付
さ
れ
た
方
々
。
〕

・
有
限
会
社

ス
ー
バ
ニ
ア
（

ウ
ス

・
矢

越

舘
脇

敏
雄

・
大
伝
井

福
田

欽
一

・
古
佐
井

斎
藤

た
つ

○
国
民
健
康
保
険
優
良
家
庭
表
彰

・
古
佐
井

若
山

陽
一

三

年
連
続
表
彰
）

・
犬
佐
井

奥
本

道
也

・

ク

東
出

藤
雄

（
七
年
連
続
表
彰
）

・
饑

谷

横
浜
長
次
郎

○
管
内
小
・
中
学
生

国
保
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
特
別
賞

・
ポ
ス
タ
ー
の
部

原
田
小
学
校
二
年

山
口

智
恵

・
標
語
の
部

磯
谷
中
学
校
三
年

新
田

孝
治

・
習
字
の
部

佐
井
中
学
校
二
年

石
戸

麻
美

○
管
内
小
・
中
学
生

よ
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル

・
最
優
秀
賞

佐
井
中
学
校
三
年

浜
野

定
人

・
償
秀
賞

小
学
校
一
～
四
年
生
の
部

佐
井
小
学
校
三
年

山
本
結
香
子

小
学
校
五
～
六
年
生
の
部

佐
井
小
学
校
五
年

山
口

奈
々

中
学
校
の
部

佐
井
中
学
校
一
年

川
岸

洋
一

○
幼
児
の
よ
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル

・
古
佐
井

新
田

嗇
全
心

（
健

二

・

ク

佐
藤

大
樹

（
石
戸

浩
）

・
大
佐
井

菊
池

宙
心

（
尚
武
）

・
原

田

木
部

祐
太

（
秀
秋
）

・
磯

谷

五
十
嵐
寛
朗

（
清
晴
）

○
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

・
優
勝

寿
チ
ー
ム

・
二
位

ば
ら
色
チ
ー
ム

・
三
位

ぬ
い
ど
う
チ
ー
ム



保健婦だより

～コントロールは

最善の予防薬～

１１ 月 の 保 健 事 業

２日（水）

９日（水） 健康相談日

１５日脚 受付時間

２４日（木）

｜

午前９時～１２時

３０日（水）

場所 役場・健康相談室

電話での健康相談も受 付しますので、お気

軽にご相談ください。

９日團 母親教室

時間 午後１時 ～３時

場所 役場 振興 センター和室

１１日出 両佐井地区看護教 室

時 間 午前１０時 ～午 後２時

場所 アルザス

１４日（用・２２日（刔 糖尿病教室

時 同一場所等詳しいことは後日連絡し ます。

１６日團 リハビリ教室

時 間 午 後１時 ～３時

場所 あ すなろ

１７日困 老 人健康教室

時 間 午前１０時～１２時

場所 あ すなろ

１８日倒 原田地区看護教室

時 間 午前１０時～午後 ２時

場所 原田地区生活改善センター

２９日㈹ 乳児・三歳児健診

受付時間 午後１２時３０分～１２時５０分

場所 役場 振興セン ター和室

対象

（乳児）平成５年１１月～１２月生

平成６年１月・４月・７月生

（三歳児）

平成３年４月～６月生

１０日（木） 三種混合ワクチン一般（全村）

第１期（３回目）

時間 午後２時～２時３０分

場所 佐井 診療所

対象 平 成３年９月１日～

平成 ４年 ８月３１日生

日

常

生

活

の

リ

フ

ォ

ー
ム

計

画

～
糖
尿
病
を
予
防
し
よ
う
～

だ

れ

も

が

か

か

る

可

能

性

の

あ

る

病

気

糖
尿
病
の
患
者
数
は
、
現
在
五

○
○
万
人
と
も
六
〇
〇
万
人
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
は
、

か
つ
て
ぜ
い
た
く
病
な
ど
と
い
わ

れ
、
患
者
に
と
っ
て
は
た
い
し
て

同
情
も
さ
れ
ず
、
弧
独
な
闘
病
生

活
を
送
ら
ざ
る
を
え
な
い
病
気
で

し
た
。
し
か
し
や
が
て
「
過
食
」

「
運
動
不
足
」
「
ス
ト
レ
ス
」
と

い
う
、
私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
ひ
ず
み
か
ら
生
じ
て
き
た
現

代
病
で
あ
り
、
現
代
人
で
あ
る
私

た
ち
の
誰
も
が
な
る
可
能
性
の
あ

る
病
気
だ
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
も
こ
の

病
気
に
な
る
と
完
治
す
る
こ
と
は

な
く
、
一
生
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
大
変
や
っ
か
い
な
病
気
で

す
。今

月
は
全
国
糖
尿
病
週
間
で
も

あ
り
、
１４
日
と
２２
日
の
二
回
に
わ

た
り
、
村
で
も
糖
尿
病
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

糖
尿
病
が
ど
う
い
う
病
気
で
あ

る
か
は
４
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た

の
で
、
こ
こ
で
は
日
常
生
活
に
ポ

イ
ン
ト
を
あ
て
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
見
直
し
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
ず
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

見

直
し

を

糖
尿
病
は
、
四
十
歳
を
過
ぎ
る

と
発
病
す
る
人
が
増
え
ま
す
。
こ

れ
は
、
加
齢
と
と
も
に
細
胞
が
老

化
し
、
か
ら
だ
全
体
の
機
能
が
低

下
す
る
こ
と
に
よ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
長
年
積
み
重

ね
て
き
た
悪
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
つ
け
が
回
っ
て
く
る
年
代
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
い
え
る

で
し
ょ
う
。
で
は
糖
尿
病
を
招
く

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
は
ど
ん
な
も

の
を
さ
す
の
で
し
ょ
う
。
（
図
上

図１ 合併症 の進行 状況

糖

尿

病

に

な

り

や

す

い

体

質

の

人

は

要

注

意

糖
尿
病
は
遺
伝
性
の
強
い
病
気

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
親
、
兄
弟
、

親
戚
に
糖
尿
病
の
人
が
い
る
場
合

は
、
い
な
い
人
に
比
べ
て
、
発
病

す
る
確
率
が
高
く
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
。
毎
日
の
生
活
の
な
か
で
、
食

べ
す
ぎ
で
肥
満
に
な
ら
な
い
よ
う

食
生
活
に
気
を
配
っ
た
り
、
不
規

則
な
生
活
習
慣
を
あ
ら
た
め
れ
ば
、

発
病
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

種
は
ま
か
れ
て
い
て
も
、
水
や
肥

料
を
や
ら
な
け
れ
ば
草
木
は
育
ち



ま
せ
ん
。
糖
尿
病
に
な
る
因
子
を

目
覚
め
さ
せ
、
発
病
へ
導
か
な
い

努
力
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

糖

尿

病

と

肥

満

は

深

～

い
関

係

が

あ

り

ま
す

肥
満
は
、
豊
か
な
食
生
活
に
よ

る
「
食
べ
す
ぎ
」
や
、
デ
ス
ク
ワ

ー
ク
中
心
の
労
働
や
車
の
普
及
に

よ
る
「
運
動
不
足
」
な
ど
が
大
き

な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
り

わ
け
、
肥
満
は
糖
尿
病
へ
の
ひ
き

金
と
な
る
要
因
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
。

ま
ず
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
改

善
か
ら
、
肥
満
対
策
を
始
め
ま
し

ょ
う
。
（
グ
ラ
フ
ー
）

グラフ１ ■正常体重者１と した場合の肥満に合併しやすい

病気の出現率 資料／井上修二「肥満」より

ほ
と
ん
ど
の
人

は
食
べ
過
ぎ

肥
満
の
原
因
の
多
く
は
食
べ
過

ぎ
に
よ
る
も
の
で
す
。
食
べ
物
が

次
々
に
入
っ
て
く
る
と
、
イ
ン
ス

リ
ン
の
製
造
が
間
に
合
わ
な
く
な

り
、
結
果
的
に
イ
ン
ス
リ
ン
不
足

に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に

肥
満
が
イ
ン
ス
リ
ン
製
造
能
力
を

低
下
さ
せ
、
ま
す
ま
す
イ
ン
ス
リ

ン
不
足
を
招
く
と
い
う
悪
循
環
を

も
た
ら
し
ま
す
。
肥
満
は
糖
尿
病

だ
け
で
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
成
人

病
の
原
因
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

太
っ
て
い
る
人
は
病
気
を
た
く
さ

ん
抱
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
く
、
肥
満
を
解
消
す
る
と

病
気
が
軽
快
す
る
こ
と
も
あ
る
ほ

ど
で
す
。
ま
た
太
っ
て
い
る
と
動

く
こ
と
自
体
を
苦
痛
に
感
じ
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
結
果
運
動
不
足

を
招
き
、
ま
す
ま
す
太
っ
て
し
ま

う
と

い
う
こ

と
に
な
か
ね
ま
せ

ん
。必

要
以
上
に
食
べ
て
し
ま
う
原

因
を
さ
ぐ
り
、
解
消
の
糸
口
を
探

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

結
論

Ｉ
ス
ト
レ
ス
を
食
べ
る
こ
と
で

解
消
し
な
い

２
満
腹
す
る
ま
で
食
べ
な
い

３
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
食
べ
物

を
置
か
な
い

４
食
べ
物
を
買
い
だ
め
し
な
い

旦

僕
遅
く
食
べ
る
習
慣
を
つ
け

な
い

６
な
が
ら
食
い
を
し
な
い

７
糖
質
・
油
が
多
い
な
ど
高
カ

ロ
リ
ー
の
外
食
を
し
な
い

か
ら
だ
の
省
エ
ネ
は
ダ
メ
／

人
間
の
か
ら
だ
の
循
環
は
、
摂

取
し
た
子
不
ル
ギ
ー
と
消
費
し
た

干
不
ル
ギ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
が
適
切

に
行
わ
れ
て
、
初
め
て
ス
ム
ー
ズ

に
機
能
し
ま
す
。
で
す
か
ら
こ
の

シ
ス
テ
ム
に
逆
ら
っ
て
摂
取
量
が

多
く
な
っ
た
り
、
消
費
量
が
少
な

す
ぎ
た
り
す
る
と
、
と
た
ん
に
か

ら
だ
が
悲
鳴
を
あ
げ
て
し
ま
い
ま

す
。
現
代
社
会
は
車
社
会
と
い
う

言
葉
が
代
表
す
る
よ
う
に
、
社
会

の
シ
ス
テ
ム
が
時
間
の
ム
ダ
を
排

除
し
、
効
率
的
に
行
わ
れ
る
こ
と

ば
か
り
に
重
点
が
置
か
れ
、
そ
の

結
果
、
私
た
ち
に
運
動
不
足
と
い

う
あ
り
か
た
く
な
い
副
産
物
を
く

れ
ま
し
た
。

こ
の
干
不
ル
ギ
ー
消
費
不
足
現

象
を
解
決
す
る
方
法
は
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
努
力
し
て
い
く
こ

と
し
か
な
さ
そ
う
で
す
。

結
論

１
で
き
る
だ
け
乗
り
物
に
乗
ら

ず
歩
く

２
楽
し
く
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
を

始
め
て
み
る

３
休
日
は
家
か
ら
飛
び
出
し
て

季
節
を
味
わ
う

４
家
事
の
省
子
不
は
し
な
い
よ

う
に
す
る

ス

ト

レ

ス

解

消

が

予

防

の

決

め

手

複
雑
な
社
会
で
生
活
し
て
い
る

だ
け
で
、
私
た
ち
は
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
ま
す
。
そ
の
う
え
、
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
で
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、

カ
ッ
と
し
て
い
た
の
で
は
身
が
も

ち
ま
せ
ん
。
後
で
冷
静
に
な
っ
て

考
え
て
み
る
と
、
た
い
し
て
重
要

な
事
柄
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
。
疲
れ
が
た
ま
っ
て

い
た
り
、
体
調
が
思
わ
し
く
な
か

っ
た
り
が
原
因
で
す
。
ゆ
と
り
を

持
っ
て
物
事
に
対
処
す
る
に
は
、

毎
日
の
十
分
な
睡
眠
と
休
養
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
休
日
に
は

仕
事
を
忘
れ
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ

で
生
活
を
充
実
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

自
分
自
身
の
豊
か
さ
が
ス
ト
レ
ス

の
緩
和
剤
で
す
。

結
論

１
休
養
・
睡
眠
を
た
っ
ぷ
り
と

る
２
仕
事
は
時
間
内
に
終
え
る
努

力
を

３
自
分
に
あ
っ
た
緊
張
を
ほ
ぐ

す
方
法
を
見
つ
け
る

４
頭
の
切
り
替
え
を
素
早
く
す

５
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
頼
り
す
ぎ

な
い

６
長
続
き
す
る
趣
味
や
ス
ポ
ー

ツ
を
持
つ

～

糖

尿

病

教

室

～

村
で
は
、
平
成
四
年
度
か
ら
糖

尿
病
で
治
療
し
て
い
る
方
と
基
本

健
診
を
受
け
て
糖
尿
病
の
疑
い
が

あ
る
と
い
わ
れ
た
方
と
そ
の
家
族

の
方
を
対
象
に
糖
尿
病
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
幵一
月
１４
日
・
２２
日
の
二

回
に
わ
た
り
行
い
ま
す
。
一
日
目

は
佐
井
診
療
所
よ
り
糖
尿
病
は
ど

う
い
う
病
気
な
の
か
を
お
話
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
二
日
目
は
、
調

理
や
計
量
を
行
い
な
が
ら
、
栄
養

士
か
ら
食
事
療
法
（
食
品
交
換
表

を
主
と
し
た
学
習
）
に
つ
い
て
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
予
防

の
大
き
な
柱
と
な
り
ま
す
が
、
そ

の
た
め
に
は
、
本
人
の
強
い
意
思

と
家
族
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

対
象
者
に
は
、
内
容
等
詳
し
い

こ
と
を
後
日
連
絡
し
ま
す
が
、
働

き
盛
り
の
四
十
、
五
十
歳
代
の
方
、

家
庭
で
調
理
を
あ
ず
か
っ
て
い
る

方
の
参
加
も
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。



原

子

力

だ

よ

り

北
海
道
神
恵
内
村
の
高
山
庸
一
村
長
を
講
師
に
招
い
て
、

原
発
講
演
会
「
原
発
立
地
に
お
け
る
地
域
振
興
」
が
、
８
月

２６
日
ア
ル
ザ
ス
し
お
さ
い
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
そ
の
講
演
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

「

原

発

隣

地

に

お

け

る

地

域

振

興

」

北
海
道
神
恵
内
村
長

高

山

庸

一

神
恵
内
村
は
、
北
海
道
電
力
㈱

泊
（
原
子
力
）
発
電
所
の
あ
る
泊

村
の
隣
接
村
で
す
。
泊
原
発
は
、

昭
和
４０
年
頃
か
ら
動
き
が
あ
り
、

岩
内
商
工
会
を
中
心
に
共
和
町
・

泊
村
・
神
恵
内
村
の
商
工
会
が
一

体
と
な
り
原
発
の
誘
致
運
動
を
進

め
、
昭
和
討
年
に
立
地
が
決
ま
り

ま
し
た
。
昭
和
５８
年
に
１
号
機
が

着
工
さ
れ
、
平
成
３
年
に
２
号
機

ま
で
完
成
し
ま
し
た
。

立
地
後
、
各
商
工
会
は
、
４
ヵ

町
村
（
泊
村
・
共
和
町
・
岩
内
町
・

神
恵
内
村
）
均
等
に
効
用
が
あ
る

よ
う
に
と
い
う
考
え
で
、
商
工
業

者
が
協
同
出
資
し
た
会
社
や
業
種

別
組
合
な
ど
が
、
地
元
の
受
皿
組

織
と
し
て
「
岩
宇
商
工
業
協
同
組

合
」

（
平
成
元
年
に
「
岩
宇
商
工

協
議
会
」
に
改
組
）
を
設
立
し
受

注
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
こ
の
協

同
組
合
が
原
発
の
す
べ
て
の
窓
口

に
な
り
、
こ
こ
で
受
け
た
も
の
を

各
４
力
町
村
に
配
分
し
ま
し
た
。

そ
の
町
村
割
を
さ
ら
に
業
種
別
に

配
分
し
、
ど
の
業
種
に
も
効
用
が

あ
る
よ
う
に
、
各
町
村
は
町
村
な

り
に
組
織
を
作
っ
て
対
応
し
ま
し

た
。
神
恵
内
村
で
は
、
神
恵
内
産

業
㈱
を
作
り
、
そ
の
会
社
が
岩
宇

商
工
業
協
同
組
合
か
ら
受
注
し
、

そ
れ
を
村
内
の
各
店
に
配
分
し
ま

し
た
。
電
力
会
社
に
対
し
て
も
き

ち
っ
と
さ
せ
、
大
手
業
者
が
入
っ

て
き
て
も
そ
れ
を
抑
え
、
地
元
商

工
業
者
に
収
入
が
あ
る
よ
う
な
体

制
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

神
恵
内
村
の
場
合
、
建
設
工
事
終

了
後
は
定
期
検
査
時
し
か
効
用
が

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
神
恵
内

村
は
原
発
建
設
が
終
わ
っ
て
も
当

初
か
ら
の
受
皿
で
あ
る
神
恵
内
産

業
㈱
を
残
し
て
お
い
て
、
定
期
検

査
時
な
ど
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
漁
業
関
係
者
が
動
き
出

し
ま
し
た
。
岩
内
湾
で
は
ス
ケ
ソ

ウ
ダ
ラ
が
漁
業
の
中
心
で
し
た
。

こ
の
ス
ケ
ソ
ウ
の
産
卵
再
生
す
る

場
所
が
岩
内
沖
で
あ
り
低
い
温
度

の
中
で
産
卵
再
生
し
ま
す
。
原
子

力
発
電
所
の
温
排
水
に
よ
り
ス
ケ

ソ
ウ
漁
業
が
果
た
し
て
ど
う
な
る

の
か
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
問
題

が
解
決
さ
れ
な
い
限
り
賛
成
で
き

な
い
と
い
う
の
が
漁
業
者
の
姿
勢

で
し
た
。
そ
こ
で
、
北
海
道
庁
水

産
部
に
海
域
調
査
を
お
願
い
し
、

２
回
に
渡
る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
絶
対
影
響
が
な
い
と

い
う
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
影
響
範
囲
は
、
せ

い
ぜ
い
取
水

し
た
海
水
よ
り
７
℃
高
い
温
排
水

が
海
水
温
に
戻
る
約
２
にｍ
い
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
か
ら
約
１０
にｍ

位
先
の
漁
場
の
ス
ケ
ソ
ウ
稚
魚
他

に
つ
い
て
多
少
の
影
響
は
出
る
だ

ろ
う
が
、
そ
れ
が
全
体
的
に
大
き

く
影
響
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え

ら
れ
な
い
、
と
い
う
結
果
で
し
た
。

ま
た
、
泊
村
漁
協
が
、
東
海
大
学

に
お
願
い
を
し
て
影
響
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
も
、
北
海

道
庁
水
産
部
の
調
査
結
果
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
も
の
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
立
地
の

泊
村
の
泊
村
漁
協
が
、
ま
ず
最
初

に
条
件
的
に
賛
成
し
よ
う
と
い
う

考
え
方
に
な
り
ま
し
た
。
同
じ
泊

村
の
盃
漁
協
も
、
最
初
か
ら
あ
る

程
度
条
件
が
整
え
ば
と
い
う
賛
成

で
し
た
が
、
当
然
影
響
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
結

構
で
す
と
。
泊
村
の
２
つ
の
漁
協

が
前
向
き
な
姿
勢
に
変
わ
り
、
今

ま
で
左
を
向
い
て
い
た
漁
業
関
係

者
も
大
分
右
に
向
か
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
各
漁
協
と
北
海
道

電
力
㈱
と
で
話
し
合
い
が
進
み
、

ま
ず
、
泊
漁
協
と
岩
内
郡
漁
協
と

の
漁
業
補
償
が
終
わ
り
ま
し
た
。

次
に
漁
業
振
興
資
金
に
つ
い
て
、

北
海
道
電
力
と
各
漁
協
ご
と
に
交

渉
が
行
わ
れ
、
泊
村
漁
協
・
盃
漁

協
・
岩
内
郡
漁
協
・
神
恵
内
村
漁

協
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
得
ま
し
た
。
農
業
関
係
で
は
、

共
和
町
に
農
業
振
興
資
金
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
振
興
資
金

に
つ
い
て
で
す
が
、
岩
内
郡
漁
協

は
全
額
配
分
し
、
そ
の
他
は
い
ず

れ
も
す
べ
て
基
金
に
し
ま
し
た
。

町
村
で
基
金
と
し
て
受
け
入
れ
、

利
息
を
漁
業
振
興
他
の
た
め
に
活

用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、
北

海
道
電
力
㈱
と
４
力
町
村
と
て
、

町
村
に
対
し
て
協
力
し
て
下
さ
い

と
い
う
こ
と
で
、
各
町
村
に
お
い

て
も
振
興
資
金
を
得
ま
し
た
。
こ

れ
も
村
で
基
金
条
例
を
作
っ
て
積

み
立
て
を
し
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る

利
息
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
配
分
に
お
い
て
、
立

地
地
点
の
泊
村
が
、
原
発
が
立
地

さ
れ
る
と
そ
れ
に
伴
う
固
定
資
産

税
が
入
る
の
で
振
興
資
金
の
よ
う

な
も
の
は
で
き
る
だ
け
他
町
村
に

お
譲
り
し
た
い
、
と
い
う
非
常
に

あ
り
が
た
い
姿
勢
を
示
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
な
か
な
か

で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

立
地
地
点
は
、
周
辺
町
村
に
対
し

て
で
き
る
だ
け
の
配
慮
を
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
電
力

会
社
も
、
周
辺
町
村
に
対
す
る
立

地
地
点
と
均
衡
の
あ
る
配
慮
姿
勢

を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
考
え
方

を
示
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
県
に

仲
介
の
労
を
と
っ
て
も
ら
う
こ
と

も
時
に
は
必
要
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

原
発
の
行
政
上
の
い
ろ
い
ろ
な

問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
行

政
の
中
の
ほ
ん
の
一
つ
の
分
野
で

あ
り
、
行
政
の
す
べ
て
が
原
発
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
村
づ

く
り
の
中
の
一
つ
の
隅
に
原
発
が

あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
原
発
問

題
に
対
応
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
北
海
道
庁
で
も
い
ろ

ん
な
面
で
協
力
体
制
を
組
ん
で
い

た
だ
き
、
北
海
道
知
事
が
努
力
を

し
な
け
れ
ば
、
泊
原
発
も
今
も
っ

て
実
現
出
来
な
か
っ
た
の
で
は
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
北
海
道
電
力
㈱

と
話
合
い
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

も
う
少
し
具
体
的
に
や
っ
て
お
け

ば
良
か
っ
た
な
と
思
っ
た
こ
と
も



あ
り
ま
す
。
文
書
を
作
る
に
し
て

も
、
立
地
地
点
と
周
辺
町
村
と
の

関
係
で
す
か
ら
４
力
町
村
横
並
び

と
い
う
こ
と
で
、
表
現
が
抽
象
的

に
な
り
ま
す
。
企
業
と
の
話
し
合

い
で
も
、
最
初
が
大
事
で
す
。
最

初
に
き
ち
っ
と
し
て
、
細
か
い
こ

と
を
そ
の
都
度
解
決
し
て
い
く
と

い
う
形
で
、
企
業
と
は
や
っ
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
原
発
に
は
関
連
企
業

と
い
う
も
の
は
一
つ
も
な
い
と
い

つヽ
こ
レ
』
で
す
。

次
に
、
風
評
被
害
に
つ
い
て
で

す
。
風
評
被
害
と
は
、
事
実
が
な

い
の
に
あ
た
か
も
事
実
が
あ
っ
た

か
の
よ
う
に
被
害
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
佐
井
村

で
採
れ
る
魚
は
放
射
能
に
汚
染
さ

れ
て
い
る
か
ら
佐
井
村
の
魚
は
買

わ
な
い
と
か
、
佐
井
村
の
水
田
で

と
れ
た
米
は
放
射
能
で
汚
染
さ
れ

て
い
る
か
ら
買
わ
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
起
き
て
く
る
の
で
は
と

い
う
心
配
を
お
持
ち
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
。
北
海
道
の
場
合
、
当

初
、
特
に
札
幌
の
社
会
党
系
地
区

労
組
合
と
生
活
協
同
組
合
と
が
中

心
と
な
り
、
泊
村
に
原
発
が
で
き

た
ら
泊
村
周
辺
で
と
れ
た
魚
や
農

産
物
は
買
わ
な
い
と
い
う
不
買
運

動
を
起
こ
し
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
非
常
に

短
い
期
間
で
動
き
も
止
ま
り
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
そ
う
い
う
風
評

被
害
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

当
初
は
漁
協
や
農
協
の
皆
さ
ん
も
、

も
し
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ら

一
体
ど
う
し
て
く
れ
る
ん
だ
と
。

我
々
も
道
の
方
も
電
力
会
社
の
方

で
も
、
も
し
そ
う
い
う
こ
と
に
な

っ
た
場
合
に
は
、
そ
う
い
う
も
の

に
つ
い
て
全
面
的
に
補
償
す
る
と

い
う
考
え
方
を
打
ち
出
さ
な
い
こ

と
に
は
、
こ
の
問
題
は
解
決
で
き

ま
せ
ん
。
建
設
工
事
か
ら
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
協
定
を
作
り
ま
し

た
。
風
評
に
よ
り
も
し
被
害
が
あ

っ
た
場
合
に
は
全
面
的
に
こ
れ
を

補
償
す
る
と
い
う
内
容
を
、
北
海

道
と
電
力
会
社
と
我
々
４
力
町
村

と
が
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
そ
し

て
、
風
評
被
害
対
策
と
し
て
委
員

会
を
作
り
、
何
か
そ
う
い
う
こ
と

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
委
員

会
で
実
態
調
査
を
し
、
そ
れ
に
対

し
て
適
切
な
対
処
を
し
ま
す
。
現

在
の
と
こ
ろ
、
風
評
被
害
も
な
い

と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

温
排
水
の
影
響
に
つ
い
て
も
、

漁
業
者
の
皆
さ
ん
は
心
配
さ
れ
ま

し
た
。
が
、
北
海
道
庁
水
産
部
と

東
海
大
学
が
海
域
調
査
を
行
い
、

北
海
道
が
作
っ
た
環
境
セ
ン
タ
ー

と
北
海
道
電
力
㈱
は
海
域
調
査
や

農
産
物
調
査
を
毎
日
実
施
し
て
い

ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
６
年
間

経
過
致
し
ま
し
た
が
、
泊
原
発
に

よ
っ
て
特
別
な
生
物
が
増
え
た
と

か
特
別
な
海
藻
が
な
く
な
っ
た
と

い
う
よ
う
な
事
実
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
温
排
水
拡
散
予
測
の

範
囲
も
、
厳
し
い
予
測
が
さ
れ
て

海
域
設
定
が
な
さ
れ
た
の
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
の
辺
は
信
頼
で

き
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

泊
原
発
で
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事

故
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
た
ら
、

神
恵
内
村
は
ど
う
な
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
、
皆
さ
ん
心
配
さ
れ
ま

し
た
。
私
ど
も
は
、
万
が
一
の
こ

と
を
配
慮
し
て
、
毎
年
防
災
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。私
ど
も
は
、

北
海
道
に
対
し
て
も
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
安
全
を
第
一
に
し
て
、
国

道
・
道
道
・
町
村
道
の
整
備
に
つ

い
て
特
別
な
配
慮
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
原
発
に
よ
っ
て
地

域
の
道
路
整
備
を
よ
り
高
め
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
、
原
発
も
大
き

な
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
防
災
訓

練
実
施
に
あ
た
り
、
泊
管
内
・
岩

内
管
内
の
全
部
の
各
町
村
に
、
無

線
で
連
絡
で
き
る
体
制
を
組
み
ま

し
た
。
さ
ら
に
街
頭
放
送
も
す
べ

て
無
線
で
対
応
す
る
と
い
う
体
制

を
と
っ
て
い
ま
す
。

原
発
が
建
設
さ
れ
る
と
電
源
立

地
に
伴
う
三
法
の
交
付
金
と
い
う

も
の
が
出
ま
す
。
今
は
国
の
制
度

が
非
常
に
充
実
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
お
金
は
で
き
る
だ
け
国
の
制

度
に
の
ら
な
い
よ
う
な
事
業
を
進

め
た
ら
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
原
発
の
こ
と
だ
け
を
捉

え
て
共
存
共
栄
と
い
う
に
は
無
理

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
出
来
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
地

域
が
一
層
伸
び
る
と
い
う
努
力
を

皆
が
し
て
い
か
な
か
っ
た
な
ら
、

本
当
の
共
存
共
栄
は
実
現
で
き
な

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
原
発
が
で
き
る
と
、
雇

用
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
建
設

時

は

一

時

的

な

雇
用

で

す

。

原

発

が

で

き

て

か

ら

の

雇

用

と

い

う

の

は

、

単

純

労

働

的

な

雇

用

が
多

い

で

す

。

し

か

し

、

地

域

と

し

て

期

待

す

る

の

は

、

地

域

の

子

供

達

が

将

来

発

電

所

の

技

術

職

員

と

し

て

が

ん

ば

っ

て

く

れ

る

と

い

つヽ
こ

と

で

す

。

残

念

な

こ

と

に

こ

の

数

が

少

な

い

で

す

。

高

校

の

普

通

課

・

商

業

課

卒

業

の
場

合

、

北
海
道
電
力
㈱
で
は
事
務
職
と
し

て
採
用
し
ま
す
が
、
技
術
系
で
は

採
用
で
き
ま
せ
ん
。
技
術
系
は
、

機
械
関
係
他
の
専
門
学
校
か
ら
採

用
し
ま
す
。
私
は
、
岩
内
・
共
和

両
高
等
学
校
も
普
通
課
程
の
学
校

な
の
で
、
学
科
転
換
を
や
れ
ば
良

か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
も
今
後
の
課
題
と
し
て

お
考
え
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。



原

子

力
発

電

所
先

例

地

視

察
研

修

参
加
者
（
一
般
住
民
）
の
募
集
に
つ
い
て

現
在
、
当
村
に
隣
接
す
る
大
間

町
に
お
い
て
電
源
開
発
㈱
に
よ
り

原
子
力
発
電
所
計
画
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
動
き
に
つ
い
て

広
報
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
り

お
知
ら
せ
し
た
り
、
実
際
に
原
子

力
発
電
所
を
見
て
原
子
力
発
電
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

今
般
、
下
記
要
領
に
て
先
例
地

視
察
研
修
参
加
者
（
一
般
住
民
）

を
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
り

多
く
の
村
民
（
特
に
未
視
察
者
）

の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一

視

察

日

程

及

び

視

察

先

Ａ
コ
ー
ス

士

万

六
日

矢

）

～
八
日
（
木
）

浜
岡
地
点

Ｂ
コ
ー
ス

一
月
二
十
四
日
（
火
）

上

干

六
日
（
木
）

浜
岡
地
点

Ｃ
コ
ー
ス

二
月
二
十
一
日
（
火
）

土

干

三
日
（
木
）

浜
岡
地
点

■
研

修

内

容

○
発

電

所

概
況

説
明
－

発

電

所

横

内
見

学
－

地
元

周

辺

施

設
等

の

視

察」

募

集

対

象

者

以

下

の

条

件

を

満

た

し

て

い

る

方

に

限

ら

せ

て

い
た

だ

き

ま

す

。

・

満

十

八

歳
以

上

の

村

民

・

原

則

と

し

て

、
今

ま

で

の

原
子

力

発

電

所

視

察
研

修

回

数

が

一

回

ま

で

の

方

■

募

集

定

員

・

各

コ

ー
ス

と

も

、

先

着
順

に

て

二

十

名

ま

で

と

し

ま

す

。

・

定

員

を
超

え

た

場

合

に

は

、

第

二

希

望

に

変
更

し

て

い
た

だ

く

場

合

が
あ

り

ま

す

。

一

申

込

方

法

「
原

子

力

発

電

所

先

例

地

視

察

研

修

参

加

申

込

書

」

は

、

役

場

企

画

財

政

課

窓

口

に

あ

り

ま

す

。

必

要

事

項

を

記

入

の

上

、

申

込

締

切

日

ま

で

に

同

課

へ

提

出

し

て

下

さ

い
。

Ａ

コ

ー
ス

＝

十
一
月
二
十
一
囗
（
月
）

Ｂ

コ

ー
ス

＝

一

月

九

日
（
月
）

Ｃ

コ

ー
ス

＝

二

月

六

日
（
月

）

１
通

知

方

法

視
察
参
加
者
に
は
、
詳
細
日
程

を
別
途
通
知
い
だ
し
ま
す
。

一

そ

の

他

・

村
主
催
の
視
察
研
修
と
し
ま

す
の
で
、
費
用
は
佐
井
村
の
条

例
に
基
づ
き
支
給
し
ま
す
。

・

視
察
実
施
前
に
事
前
説
明
会

を
実
施
し
ま
す
。

・

視
察
参
加
者
全
員
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

・

視
察
実
施
後
に
報
告
会
を
実

施
し
ま
す
。

・

申
し
込
み
人
数
が
少
な
い
場

合
や
、
視
察
内
容
の
都
合
な
ど

に
よ
り
、
日
程
・
視
察
先
の
変

更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

・

視
察
に
は
、
役
場
及
び
電
源

開
発
㈱
に
職
員
が
随
行
し
ま
す
。

各
種
団
体
に
お
け
る
原
子
力
発
電

所
先
例
地
視
察
研
修
の
進
め
方
に

つ
い
て

現
在
、
原
子
力
発
電
所
先
例
地

視
察
研
修
は
「
一
般
住
民
」
と
「
各

種
団
体
」
と
に
区
分
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
般
住
民

の
原
子
力
発
電
所
先
例
地
視
察
研

修
目
的
は
、
原
子
力
発
電
所
を
実

際
に
見
る
こ
と
に
よ
る
原
子
力
発

電
所
の
安
全
性
に
つ
い
て
の
理
解

に
重
点
を
お
い
て
い
ま
す
。一
方
、

各
種
団
体
の
原
子
力
発
電
所
先
例

地
視
察
研
修
の
目
的
は
、
原
子
力

発
電
所
の
安
全
性
に
つ
い
て
確
認

す
る
こ
と
等
と
共
に
、
各
種
団
体

の
振
興
・
発
展
に
役
立
て
る
こ
と

に
重
点
を
お
い
て
い
ま
す
。
こ
の

各
種
団
体
の
視
察
目
的
を
果
た
す

た
め
に
、
各
種
団
体
の
原
子
力
発

電
所
視
察
研
修
は
、
次
の
要
領
に

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
各
種
団
体
の
原
子
力
発

電
所
視
察
研
修
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
役
場
企
画
財
政
課
に
随
時

お
申
し
込
み
下
さ
い
。
（
申
込
書

は
役
場
に
あ
り
ま
す
。
）

Ｉ
第

一
段

階

各
種
団
体
が
、
自
治
体
の
現

在
の
問
題
点
・
課
題
を
把
握
す

る
。

一

第

二

段

階

各
種
団
体
が
、
第
一
段
階
で

把
握
し
た
問
題
点
を
ど
の
よ
う

に
解
決
し
て
い
く
か
等
の
検
討

を
行
う
。

一

第

三

段

階

第
二
段
階
で
検
討
し
た
問
題

点
の
解
決
に
向
け
て
、
先
例
地

視
察
が
有
効
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
活
用
す
る
。

先
例
地
視
察
を
活
用
す
る
に

あ
た
り
、

・
事
前
説
明
会
の
開
催
（
先
例

地
視
察
参
加
者
へ
の
視
察
研

修
目
的
の
周
知
徹
底
）

・
事
後
報
告
会
の
開
催
（
先
例

地
視
察
研
修
を
今
後
の
各
種

団
体
の
振
興
に
役
立
て
る
た

め
）

・
視
察
参
加
者
全
員
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
視
察
研
修
目
的
箇
所
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
原
子
力

発
電
所
地
点
周
辺
に
限
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
も
、
原
子
力
発
電
所
視
察

研
修
を
随
時
実
施
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
要
望
や
不
明
な

点
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
場
企

画
財
政
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下

さ
い
。

（
昔
三
八
ｉ
二
一
一

匸



大間原子力発電所計画について、最近の佐井村の動きをお知らせ致します。

圉三者（行政・議会・漁協）協議会の動き

（注）三者協議会小委員会は、行政・議会・漁協の各代表者により構成されている。

②先例地視察について

・昭和５８年から平成６年９月末までの視察者実績は、延人数で３，３０８人です。

・平成６年度上期（４月～９月）実績は下表の通り。

（３）講演会について

講演日：平成６年８月２６囗

講 師：高山庸一 北海道神恵内村長

演 題：「原発隣地における地域振興」

（４）大間原発三ヶ町村協議会、北通り六漁協連絡協議会

①大間原発三ヶ町村協議会（三ヶ町村の行政・議会で構成）

：随時状況報告を行うとともに、三ヶ町村の広域的な地域振興計画を検討

②北通り六漁協連絡協議会（三ヶ町村の六漁協で構成）

：随時状況報告を行うとともに、三ヶ町村の広域的な水産振興計画を検討



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
を
終
え
て

Ｉ

佐
井
交
母
会
－

秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
が
九
月
二
十

一
囗
か
ら
九
月
三
十

日
（
金
）
迄
の
十
日

間
、
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
と
シ
ー
ト

ペ
ル
ト

ー
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底
を
重
点
目
標
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
青
森
県
交
通

安
全
協
会
会
長
・
青
森
県
知
事
・

青
森
県
警
察
本
部
長
三
者
連
名
に

よ
る
推
進
書
の
伝
達
式
が
九
月
二

十
日
佐
井
村
役
場
村
長
室
に
て
行

わ
れ
、
青
森
県
交
通
安
全
協
会
大

間
支
部
長
よ
り
村
長
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

運
動
期
間
中
は
、
皆
様
の
ご
協

力
を
頂
き
、
車
両
に
よ
る
パ
レ
ー

ド
、
街
頭
指
導
、
呼
び
か
け
等
行

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
最
終
日

は
、
台
風
の
通
過
も
あ
り
大
変
で

し
た
が
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

乂
、
二
十
二
日
に
は
、
佐
井
駐

在
所
の
附
田
部
長
さ
ん
と
母
の
会

で
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
家

を
訪
問
し
（
二
十
五
軒
）
、
チ
ラ

シ
、
反
射
材
等
を
配
布
し
な
が
ら

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
ま
わ
り

ま
し
た
。

秋
か
ら
冬
に
か
け
日
没
も
早
ま

り
天
候
の
悪
い
日
が
多
く
な
り
ま

す
。
歩
行
者
・
運
転
者
の
皆
さ
ん

充
分
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

又
、
十
月
九
日
に
は
、
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
の
日
四
千
日
が
達
成

さ
れ
青
森
県
警
察
本
部
長
よ
り
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
の
四
月
に

は
佐
井
村
の
記
録
四
千
百
八
十
二

日
が
達
成
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
記
録
は
村
民
皆
様
の
ご
協

力
が
な
け
れ
ば
達
成
で
き
ま
せ
ん
。

一
日
で
も
長
く
事
故
の
無
い
明

る
い
村
に
な
る
よ
う
お
願

い
し
ま

す
。

１１月１日現 在

交通事故死ゼ囗

４
，
０２３

日

「みなさ んの協力が大事です亅

犯 罪 の 捜 査 に ご 協 力 を

今年、大間警察署管内では、みなさんのご協力 により、死亡 ひ

き逃げ事件を解決することがで きました。

しかし、県内外では重要凶悪罪が多発 しており、その犯人は、

フェリ ーなどを利用し町内を通過することを予 想されます。

警察では、昼夜を問 わず犯人発見のため不審者に対 する職務 質

問を行ってい るのですが、職務質問を受 ける大半の方 は善良 な町

民 の皆さんです。

皆 さんには何か とご迷惑 をおかけし ますが、捜査に対するご理

解とご協力 をお願いし ます。

また、皆さ んの周り に

・手 配写真 に似 た者

・普段見かけない挙動不審な者

・不審車両

・バ イク、自転車が放置されている

等の情報があり ましたら、ためら わず、どんなささい なことでも

結構ですので、ぜひ警察に通報してください。



青
森
県
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会

む
つ
・
下
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
に
参
加
し
て

十
月
五
日
、
こ
の
夏
に
完
成
し

た
ば
か
り
の
真
新
し
い
立
派
な
東

通
村
体
育
館
に
お
い
て
、
む
つ
・

下
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
が
百
三
十

名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
通
村
入
口
地
区
で
交
通
事
故

ゼ
ロ
の
日
二
千
五
百
日
が
達
成
さ

れ
、
む
つ
警
察
署
長
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。引
き
続
き
間
宮
会
長
、

大
間
警
察
署
長
、
む
つ
警
察
署
長
、

東
通
村
長
さ
ん
の
お
話
し
が
あ
り
、

青
森
県
内
の
交
通
事
故
の
現
状
や

運
転
者
や
歩
行
者
の
モ
ラ
ル
の
低

下
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

研
修
に
お
い
て
は
、
反
射
材
を

テ
ー
マ
に
研
修
が
お
こ
な
わ
れ
、

ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
た
後
、
反
射
材

の
活
用
方
等
研
修
し
色
々
な
危
険

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
も
反
射
材

の
活
用
を
し
て
ほ
し
い
と
指
導
が

あ
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
運

転
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
か
れ
東
通
村

が
優
勝
し
ま
し
た
。

最
後
に
少
し
で
も
交
通
事
故
を

減
す
こ
と
が
最
大
の
目
的
と
皆
で

誓
い
あ
い
全
日
程
を
終
了
し
ま
し

た
。

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交 通安全 は家庭から

県 内 の 交 通 事 故 概 況（平成６年）

青森県交通対策協議会

口 内は前年。累計は１月から。速報値の ため後日変更することがあります。

青森県交通安全フェスティバル

日時 平成６年１１月９日

１０時３０分～１５時

場所 八戸市公会堂

（八戸市内丸１－１－１）

催し物

・交通安全功労者等の表彰

・県警音楽隊の演奏

・交通安全意見発表

・運転適性診断

・交通事故写真パネルの展示

・アトラクション

（黒石八郎一座バラエティーショー）

毎月一日は交通安全家庭の日 １０日、２０日、３０日は交通事故ゼ囗の日

事故は瞬間 ベルトは習慣

反 射 材 を 着 用 し ま し ょ う

夜間は、歩行者から自動車のライトが見えていても、運転者からは歩行者

が見えないことがあります。

特に、雨が降っている場合は、路面が濡れてライトが反射するため、一層

見えにくくなります。

夜間の交通事故防止のため、外出する時はできるだけ目立つ明るい服装を

心がけ、靴やカバンなどに反射材をつけましょう。

夜間に道路を横断するときには、自動車からよく見えるように道路照明の

ある明るい場所を選んで、安全を確かめてから渡りましょう。

告のこ採りの皆さんへ ／ 遭難しないために

山へ行く前の注意事項

１ 体調はどうか
２ 天気はどうか
３ 着替え 、雨衣、食料、マ ッチ（ラ イタ ー）は持つたか

４ 行先 、同行者、帰宅 時間を 家族に知らせたか

５ 地理のわからない 山には入らない

※ 笛を 持ってい けば、迷いそ うにな った時、便利

県警ヘリ「はくちょう」からのアドバイス

○山の色と 正反 対の目 立つ 色の 服装

○障害物（樹木など ）のないところで合図

○物を燃やして 煙を出 す

○タオル や衣類など白 っぽい 物を振る

○反射器材（鏡）を 使って合 図

こ れらの 場合上空 から 発見し やすいで す。

平成５年中のきのこ採り遭難発生状況

熊にも注意！

熊に出会わない方法

・鈴を付ける
・鐘を鵈らす
・ラジオを付ける
・話しながら歩く
今年の目 撃情報等は８月末で８４件にも上っています

昨年の目 撃情報等は８月末で５３件です

人 里 に 出 没 す る 熊 に は 熊 っ た も ん だ ！

大 間 警 察 署



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

Ｓ ０１７７－２３－２３７９

所

得

税

第

二

期

分

の

納

期

は

十

一

月

三

十

日

ま

で

所
得
税
は
、
通
常
、
七
月
と
十

一
月
に
予
定
納
税
し
、
翌
年
確
定

申
告
を
し
て
一
年
間
の
税
金
を
精

算
す
る
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

予
定
納
税
は
、
前
年
分
の
申
告

納
税
額
を
基
に
計
算
し
て
あ
り
ま

す
が
、
廃
業
や
水
害
な
ど
の
た
め

に
、
本
年
十
月
三
十
一
日
現
在
の

状
況
で
見
積
計
算
し
た
本
年
分
の

申
告
納
税
額
が
、
税
務
署
か
ら
通

知
さ
れ
た
予
定
納
税
基
準
額
よ
り

少
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き

は
、
第
二
期
分
の
予
定
納
税
額
を

減
額
す
る
申
請
が
で
き
ま
す
。

こ
の
申
請
を
す
る
場
合
は
、
十

一
月
十
五
囗
ま
で
に
「
予
定
納
税

額
の
減
額
承
認
申
請
書
」
を
、
税

務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。タ

ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
コ
ー
ド

番
号
は

一
四
〇
四
〕
で
す
。

税

を

知

る

週

間

十
一
月
十
一
日
（
金
）
か
ら
十

七
囗
（
木
）
ま
で
は
「
税
を
知
る

週
間
」
で
す
。

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た

ち
国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
税
金

は
、
そ
の
た
め
の
大
切
な
財
源
で

す
。税

務
署
で
は
、
こ
の
期
間
中
、

広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
税
の
意
義

や
役
割
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
座
談
会
の
開
催
、

税
に
関
す
る
資
料
の
展
示
、
税
務

相
談
な
ど
各
種
の
行
事
を
行
い
ま

す
。こ

の
機
会
に
、
あ
な
た
も
税
金

の
仕
組
み
や
使
い
み
ち
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

年

末

調

整

の

仕

組

み

と

手

続

き

年
末
調
整
は
、
毎
月
の
給
料
や

ボ
ー
ナ
ス
か
ら
差
し
引
か
れ
た
所

得
税
と
、
一
年
間
の
給
与
総
額
に

対
す
る
年
税
額
と
の
差
額
と
精
算

す
る
も
の
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に

と
っ
て
は
確
定
申
告
に
代
わ
る
大

切
な
手
続
き
で
す
。

○

扶
養
親
族
に
異
動
の
あ
っ

た
人

○

各
種
保
険
料
の
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
人

○

配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け

よ
う
と
す
る
人

な
ど
は
、
勤
務
先
を
忘
れ
ず
に
控

除
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。タ

ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
コ
ー
ド

番
号
は
〔
三
三
一
〕
で
す
。

個

人

事

業

者

の

消

費

税

の

各

種

届

出

書

は

個
人
事
業
者
の
平
成
四
年
分
に

お
け
る
課
税
売
上
高
が
三
〇
〇
〇

万
円
超
と
な
っ
た
場
合
に
は
、「
消

費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
」
の
提

出
が
必
要
で
す
。

そ
の
ほ
か
簡
易
課
税
制
度
の
適

用
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
な
ど

各
種
届
出
書
等
の
提
出
の
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

知

っ

て

い

ま

す

か

？

得

す

る

税

の

知

識

マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
っ
た
時
の
税

○
住
宅
取
得
特
別
控
除

住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て

マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
や
購
入
、

増
改
築
等
を
し
た
と
き
に
は
、

一
定
の
要
件
を
当
て
は
ま
れ
は
、

居
住
の
用
に
供
し
↑
心
年
か
ら
六

年
間
、
住
宅
取
得
特
別
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
所
得
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
住
宅
取
得

特
別
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
大
（
給
与
所
得
者
）
は
、

一
年
目
に
確
定
申
告
を
す
る
と

二
年
目
以
降
は
、
職
場
で
の
年

末
調
整
で
控
除
が
受
け
ら
れ
る

し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
借
り
入
れ
し
て
入

居
を
し
た
年
の
十
二
月
末
で
の

借
入
残
高
が
九
〇
〇
万
円
の
人

の
場
合

、
九
〇
〇
万
円
×

匸

五
％
の
一
三
万
五
千
円
か
控
除

額
と
し
て
一
年
目
に
受
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
築
及
び
増
改
築
を
し
↑に
方

で
控
除
を
受
け
る
た

め
の

要

件
、
必
要
な
添
付
書
類
等
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
方
は
、
確

定
申
告
に
合
わ
せ
て
、
企
画
財

政
課
税
務
係
へ
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。



年

金

手

帳

を

大

切

に

し

ま

し

よ

う

年
金
手
帳
は
、
初
め
て
国
民
年

金
や
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
た

と
き
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
年
金
手

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
記
号
番
号

は
、
あ
な
た
の
加
入
記
録
な
ど
を

管
理
す
る
た
め
の
一
生
を
通
し
て

変
わ
ら
な
い
も
の
で
す
の
で
、
犬

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

転
職
な
ど
に
よ
り
、
加
入
す
る

年
金
制
度
が
変
わ
る
場
合
に
は
、

市
町
村
役
場
や
会
社
に
年
金
手
帳

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
年
金
手
帳
を
二
冊
以
上
持
っ
て

い
る
と
き

年
金
手
帳
は
一
人
一
冊
で
す
。

「
記
号
番
号
重
複
取
消
届
」

に
持
っ
て
い
る
年
金
手
帳
を

全
部
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
年
金
手
帳
を
な
く
し
た
と
き

「
再
交
付
申
請
書
」
を
提
出

し
て
再
交
付
を
う
け
て
く
だ

さ
い
。

○
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

「
氏
名
変
更
届
」
に
年
全
手

帳
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

年
金
手
帳
に
は
国
民
年
金
や
厚

生
年
金
保
険
の
加
入
・
脱
退
の
状

況
を
記
録
す
る
欄
が
あ
り
ま
す
。

就
職
、
退
職
な
ど
の
記
録
を
ご
自

身
で
記
入
し
て
お
く
と
年
金
の
相

談
や
請
求
の
際
に
便
利
で
す
。

２０歳がスタート

国 民 年 金

学生のみなさんも

２０歳になったら

第１号被保険者です。

平成３年４月から、２０歳以上の学生の方は、全員が
国民年金に加入することになりました。
万が一、病気や事故で障害者になった場合に、障害

基礎年金を、また６５歳から満額の老齢基礎年金を受け

るためにも、２０歳になったら、必ず、加入の手続きを
してください。

お
で
ん
に
、
か
ん
酒
の
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
屋
台
や
縄
の
れ
ん

の
お
で
ん
屋
と
い
う
と
、
ち
ょ
っ

と
若
向
き
で
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
。
で
も
、
お
で
ん
は
最
近

の
若
者
に
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

コ
≒
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
な
ど

で
、
お
か
ず
に
買
っ
て
い
く

姿
を
見
か
け
ま
す
。

お
で
ん
と
い
う
の
は
、
煮

こ
み
田
楽
の
愛
称
の
こ
と
で

す
。
田
楽
の
語
源
は
、
田
植

え
の
と
き
豊
作
を
祈
っ
て
踊

っ
た
田
楽
舞
い
に
関
係
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
田

楽
は
、
豆
腐
を

焼
い
て

み
そ

を
つ
け
た

も
の
が
起
こ
り

だ
っ
た

そ
の
後
、
こ
ん
に

や
く
や
大
根
、

里
芋

な
ど
の
野
菜
類
、
ア
ユ

や
ウ

グ
イ
、
ヤ
マ

メ
な

ど
の
魚
類
に
も

田

楽
の
手
法
を
使

い
ま
し

た
。

魚

類
の
場
合
を
魚
田
（

魚
心
田
楽

）
、

野
菜
類
の
場
合
を
お
で

ん
と
呼

ぶ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
や
が
て
煮

こ
み
に
し
た
も
の
を
、

便
宜
上

お

で

ん
と
名

づ
け
た
の
で
す
。

煮
二
み
お
で
ん
は
、
江
戸
末
期

ご
ろ
か
ら
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

バ

で
ん
と
か
ん
酒
し
か
庶
民
に

広
が
り
、
屋
台
な
ど
で
売
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

関
西
で
も
煮
こ
み
お
で
ん
が
売

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

焼
き
田
楽
と
区
別
し
て

鬲

東
尹

と
呼
び
、
い
ま
も
二
の
名
が
残
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
お
で
ん
は

関
西
の
ほ
う
が
盛
ん
に
な
り
、
関

東

は
、
関
東
大
震
災
以
後
、

再

び
復
活
し
て
き
た
と
い

わ

れ
て

い
ま
す
。

最

近
、

週
休
二
日
制
の
普

及
や
労
働
時
間
の
短
縮
で
、

家
族

そ
ろ

っ
て

大
物
を
囲
む

家
庭
が
増
え
て

き
ま
し
た
。

十
一
月

は
「

ゆ
と
り
創
造
月

間
」
で
す
。
し
っ
か
り
働
き
、
ゆ

っ
く
り
休
む
機
会
を
も
ち
た
い
も

の
で
す
。



カ

ー

ペ

ッ

ト

の

掃

除

－

ほ
こ
り
を
ま
め
に
取
る
Ｉ

日
本
人
の
生
活
様
式
も
欧
米
化

か
進
み
、
家
の
間
取
り
に
も
洋
室

が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

床
は
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
が
い
ま
の
は

や
り
で
す
が
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷

い
て
い
る
家
底
も
多
い
で
し
ょ
う
。

ふ
わ
ふ
わ
と
し
た
肌
触
り
は
、
気

持
ち
の
い
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
ま

め
に
掃
除
し
な
い
と
、
ダ
ニ
な
ど

の
虫
や
カ
ビ
な
ど
の
細
菌
類
の
。格

好
の
住
み
家
”
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
家
族
が
安
心
し
て
過
ご
せ

る
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
掃
除
を
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

カ
ー
ペ
ッ
ト
の
敵
は
、
ほ
こ
り

で
す
。
ほ
う
っ
て
お
く
と
繊
維
の

中
に
た
ま
り
、
毛
足
の
奥
ま
で
入

り
込
み
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
寿
命
を

縮
め
ま
す
。
表
面

の
は
こ
り
を
、

毎
日
ま
め
に
取
り
ま
し
ょ
う
。
手

動
で
口
上
フ
ー
式

の
掃
除
機
か
粘

着
テ
ー
プ
を
使
え
ば
、
表
面
に
あ

る
髪
の
毛
や
ペ
ッ
ト
の
毛
な
ど
は
、

簡
単
に
取
れ
ま
す
。

表
面
の
は
こ
り
を
一
通
り
取
っ

た
ら
、
電
気
掃
除
機
を
か
け
ま
し

ょ
う
。
毛
足
の
長

い
カ
ー
ペ
ッ
ト

に
は
、
細
口
の
ノ
ズ
ル
を
使
っ
て

く
だ
さ
い
。
奥
ま
で
入
っ
た
ほ
こ

り
を
、
吸
い
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。電

気
掃
除
機
で
の
掃
除
が
終
わ

っ
た
ら
、
水
ぶ
き
を
し
ま
す
。
汚

れ
の
程
度
に
よ
り
ま
す
が
、
週
に

一
度
は
ふ
き
ま
し
ょ
う
。
ぬ
る
ま

湯
で
固
く
絞
っ
た
ぞ
う
き
ん
で
、

表
面
に
水
分
を
残
さ
な
い
よ
う
に

力
を
こ
め
て
ふ
き
ま
す
。
そ
の
後

で
、
空
ぶ
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
月
に
一
度
は
洗
剤
を
使

っ
て
、
ふ
き
掃
除
を
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
そ
の
後
、
洗
剤

を
残
さ
な
い
よ
う
、
お
湯
で
固
く

絞
っ
た
ぞ
う
き
ん
で
よ
く
ふ
き
ま

す
。
こ
う
す
る
と
、
毛
足
の
奥
の

は
こ
り
ま
で
き
れ
い
に
取
れ
ま
す
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
洗

剤
液
を
使
う
と
色
落
ち
す
る
カ
ー

ペ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
。
お
湯
で
ふ

く
と
き
に
、
酢
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。

酢
に
は
中
和
作
用
が
あ
り
、
色
落

ち
を
防
ぎ
ま
す
。

満 １鑞になり ま す

中 林 稜

Ｈ５．１１．８生

（孝・ひろみ）

大佐井川目

／Ｗ`／・－Ｊ／柿 崎 僚 太 郎

Ｈ５．１１．１５生

（朗・修子）

中 道

宮 木 健 太

Ｈ５．１１．１１生

（利文・優子）

大 佐 井

戸籍の窓口

１０月１４日現在

○お誕生日おめでとう

若山 遙香（ 敏 ）古佐井

奥本 貿南（勝博）大佐井

小笠原雅羲（勝将）矢 越

奥本 峻征（徹弥）古佐井

宮川 雀（亮一）大佐井

宮野 後手（ 勇 ）大佐井

柳田 風汰（幸雄）福 浦

○ご結婚おめでとう

１田中 晃 福 浦

米澤 和子 古佐井

｜戸塚 弘一 長野県

松村寿美子 原 田

１川畑 善史 東京都

若山 桂子 古佐井

○おくやみ申し上げます

田中 峯男 （コヨ）磯 谷

奥本 浩文（弘美）大佐井

坪谷 清（ノリ）川 目

※個人のプライバシーを尊重

する意味で掲載してほしく

ない方は、届出の際、係に
申し出て下さい。

９月３０日現在人口（前月比）

男 １，７５５（＋８）

女 １，７６７（＋１）

計 ３，５２２（＋９）

世帯数 １，１１０（＋１）
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